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要約 : 群馬県群馬郡倉渕村は ,**0年に市町村合併を行い 箕郷町 群馬町 新町 高崎市と合併し新高崎市
の一部となった 市町村合併により基礎自治体の領域が拡大するなかで 地域社会が自立を保つには上下流
流域が互いに連携し 都市と農山村との交流を密接にすることが有効であるとされている 市町村合併が決
定される以前に 農 林 家調査を行った結果を考察していきたい 本稿は農民層分解による集落変容とい
う観点から 農 林 家にアプロチし 都市との連携のあり方を模索した
キワド : 農民層分解 村落構造 集落組織 農 林 家 都市と農山村の連携
















群馬県倉渕村は ,**0年 +月 ,-日に箕郷町 群馬町 新
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地域では 下流 都市 の市民を含めた協力が不可欠でも






構造上の認識から 他方ではミクロな部分 集落単位 は
村落構造を踏まえた調査から検討を加える必要があるであ
ろう3 本稿は 第 +に再生産構造上の視点から 農村解
体 の規定を受け 集落という最小単位での分解傾向を村
落構造上の むらの解体 規定以後にその視点で検討する
ことに比重を置く そうしたうえで 第 ,に都市と農山村
の連携の可能性に対する農 林 家の動向を整理し検討す
るものとする












	+0..年 に 三ノ倉村 権田村 水沼村 岩氷村 川浦
村の /ヶ村が基礎となり +223年市町村施行に伴い 烏川
を境に群馬郡倉田村と碓氷郡鳥淵村の ,か村が成立した
その後 +3//年 倉田鳥淵村の両村が合併し倉渕村が成
立し ,**0年にはさらなる合併に至り 平成の大合併 新
高崎市の一部となった 以上の合併の経緯により 現在の
倉渕村の行政区域は +区から 2区まで区分されている こ
うした行政区域の中に班があり 班の中に小班がある 小
班は 隣組 ともよばれ 回覧板をまわす隣保班に相当す
る 集落は 大字や区の領域より小さく 班の領域と等し
くなっており 班では /3班 農業集落では ,,農業集落が
確認出来る 本稿は 集落単位で行われる 寄り合い の
存在と領域を指標にして集落を措定することにしている
部落 字と称する領域を倉渕村の人は 耕地 コウチ
とよび集落単位で行われる寄り合いのことを 耕地契約
とよんでいる
 農 林 家の推移
倉渕村における,***年の総人口は住民基本台帳で/,+.*






営であり +3//年以降 新農村建設事業と並行して コン




































表 + 経営耕地規模別農家戸数の推移 倉渕村
表 - 産業別就業者人口の推移 倉渕村







う また 農家林家が圧倒的に多いが +31*年より非農家
林家の増大が目立ってきているが これは農業の停滞によ










の集落を対象としたヒアリング調査を検討し 農 林 家
の生産から生活の変容に着目するが紙面の関係上 その概
略のみに限る
 農 林 家へのアンケト調査結果の検討




の農 林家に調査票を配布し -03票を回収した 回収率
/1.,+
まず農林家の主業で回答数の多い順で示せば年金
恩給 3-件 ,/ であり 続いて 恒常的勤務 3,件
,/ 自営農業 2.件 ,- その他自営業 ..件
+, となっており 年金恩給を家計収入の中枢とした
高齢者家族の存在が大きいことを意味する 自営農林業







次に 耕作地面積を考察しよう 表 / 0 回答傾向か
ら 所有と経営の関係を推測すれば 所有耕地面積は ,ha
表 / 所有耕地面積と経営耕地面積との関係












次に耕作放棄地の検討を行おう 表 13 耕作放棄地
は農家の高齢化 自給的農家化 放棄以前の作付け状況が
















販売がない ただ +** ha以上の大規模保有よりも *./








たものの 有効回答の中では わからない とする回答が
最も多くなった また 実際に交流活動をおこなっている




















 第 1区における集落の変容 戦後過程を中心に
第 1区は 村内では最も烏川の上流部に位置している
2班 -*小班 ,02世帯 集落に換算すると旧村烏淵村の集
落が組み込まれ また戦後復員者による開拓集落が +集落
存在している 集落は 2集落あり 班の領域と等しくなっ











第 1区 +班 A集落 ,班 B集落 -班 C &
D が該当する いずれも市町村合併のため +3//年に烏淵



















個人所有 した他 集落共有林の雑木を伐採し スギを植
林している +30*年代には耕耘機から トラクタ所有に
代わっていった他 共同作業そのものが消滅した






第 1区 .班 E集落 /班 F & G集落 0班 
H集落 2班 J集落 が該当する +3//年に烏淵村川





敗戦後の +3.*年代後半に J集落において 田植の共同
作業が消滅し 耕耘機を集落で共有していたものが 全て
個人所有となったという また +30*年代後半から +31*














を左右したとも考えられよう また +33*年代では E集
落において 伝統行事 庚申講 が月 +回から年 +回へと
簡素化した他 子ども主体の行事が大人主体 H集落と J
集落も同様 に変化した
c 戦後開拓 +集落



















し それでも兼業化しつつも集落に人は残り 当初 .-戸
あった世帯中 ,***年度で ,3戸が存続し うち +/戸が農












さらに第 1区に統合され 区としての まとまり	 が役場
や農協森林組合などからは重要視されるようになってき
































戦後における倉渕村の農 林 家は /ha未満の農地所






















ば 農 林 家に対する所得補償を図りつつ 交流事業を
図る必要があるであろう 第 +に 政策的地代を投下し










































みられた また 農業施設用のパイプ マニュアスプレッ

























ある 特に 政策を考え直した方がよい は名言であ
る これから 再生産構造上の問題と農 林 政策による
農 林家の選別過程の全てを考え直す必要があるだろう
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Study on Transformation of Village Community
by Di#erentiation of Peasantry and the Cooperation
of Cities and Village Communities
The Kurabuchi village in Gunma Prefecture as a case
By
Motokazu NEZU*, Takuya SUGINO**, Hidehisa KUROTAKI***
and Sigeyuki MIYABAYASHI**
(Received February ,-, ,**0/Accepted April ,*, ,**0)
Summary : Kurabuchi village in Gunma Prefecture did the consolidation of municipalities in ,**0.
The Kurabuchi village became a part of Shintakasaki city by the consolidation of municipalities.
Cities, towns, and villages have expanded the area by the consolidation of municipalities. It is said
that it is e#ective that people who live in the upstream and people who live in the downstream
cooperate mutually, and the city cooperates mutually with the village. The friendly relation based on
cooperation makes the farm village become independent politically and economically. The investiga-
tion of the family who engaged in agriculture and forestry had been done before the Kurabuchi village
underwent consolidation of municipalities by Shintakasaki city. In the thesis, consideration is led as
a result. Authors approach from the viewpoint of change in the stratiﬁcation of peasantry and the
village community.The authors described the necessity of the cooperation of the village community
and the city.
Key words : Di#erentiation of peasantry, Village community, Agricultural family and forestry family,
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